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(57)【要約】
【課題】　画素内の有機化合物層の損傷を抑え、さらに
クロストークを抑制した表示装置を提供する。
【解決手段】　複数の有機ＥＬ素子３Ｒ，３Ｇ，３Ｂを
備え、有機ＥＬ素子が第１電極１１と有機化合物層と第
２電極１５とを有し、有機化合物層の少なくとも一部は
、前記複数の有機ＥＬ素子に共通で形成されている表示
装置であって、特定の条件を満たすように複数の有機Ｅ
Ｌ素子３Ｒ，３Ｇ，３Ｂが駆動される。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の有機ＥＬ素子を備え、前記有機ＥＬ素子が第１電極と有機化合物層と第２電極と
を有し、前記第１電極は前記有機ＥＬ素子ごとに形成され、前記第２電極は前記複数の有
機ＥＬ素子で共通に形成され、前記有機化合物層の少なくとも一部は、前記複数の有機Ｅ
Ｌ素子に共通で形成された表示装置であって、
　第１電極に印加されている電位から第２電極に印加されている電位を引いた電位差を第
１電極に印加される電圧とし、
　有機ＥＬ素子が発光し始める時の第１電極に印加されている電位から第２電極に印加さ
れている電位を引いた電位差を閾値電圧とすると、
　隣り合う２つの有機ＥＬ素子のうち少なくとも一部において、一方の有機ＥＬ素子の第
１電極に前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記一方の有機ＥＬ素子
の閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧が印加されている第１の期間では、他方の有
機ＥＬ素子の第１電極には、前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記
他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値よりも絶対値が小さい電圧、または前記第２電極
と同電位、または前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆極性の電圧のいずれかが印加さ
れ、
　前記一方の有機ＥＬ素子の第１電極に前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であ
って、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値より絶対値が小さい電圧、または前記
第２電極と同電位、または前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆極性の電圧のいずれか
が印加されている第２の期間では、前記他方の有機ＥＬ素子の第１電極には、前記他方の
有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値
以上の絶対値を持つ電圧が印加されていることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記有機ＥＬ素子の前記第１電極は、第１スイッチング素子を介して前記有機ＥＬ素子
の閾値電圧と同極性であって、前記有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ
電圧が印加される電源線に接続され、かつ、第２スイッチング素子を介して前記有機ＥＬ
素子の閾値電圧と同極性であって、前記有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値よりも絶対値が
小さい電圧、または前記第２電極と同電位、または前記有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆極性
の電圧のいずれかが印加される電圧線に接続され、前記第１スイッチング素子および前記
第２スイッチング素子によって前記第１電極に印加される電圧が制御されていることを特
徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　１フレームの発光期間は、前記第１の期間と、前記第２の期間と、を含むことを特徴と
する請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項４】
　１フレームの発光期間は、前記第１の期間と前記第２の期間とを交互に有することを特
徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記複数の有機ＥＬ素子は、異なる色の光を発する複数の有機ＥＬ素子を有し、
　前記有機化合物層は、前記複数の有機ＥＬ素子に共通に形成された白色の光を発する発
光層を含み、
　前記複数の有機ＥＬ素子は、カラーフィルターを有することを特徴とする請求項１乃至
４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記複数の有機ＥＬ素子は、異なる色の光を発する複数の有機ＥＬ素子を有し、
　互いに異なる色の光を発する有機ＥＬ素子はそれぞれ、互いに異なる色の光を発する発
光層を有していることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記複数の有機ＥＬ素子は、異なる色の光を発する複数の有機ＥＬ素子を有し、
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　前記有機化合物層は、前記複数の有機ＥＬ素子に共通に形成された青色の光を発する発
光層を含み
　前記複数の有機ＥＬ素子は、色変換層を有することを特徴とする請求項１乃至４のいず
れか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　撮像素子と、前記撮像素子で撮像した画像を表示する表示装置と、を備え、
　前記表示装置が請求項１乃至７のいずれか１項に記載の表示装置であることを特徴とす
る撮像装置。
【請求項９】
　複数の有機ＥＬ素子を備え、前記有機ＥＬ素子が第１電極と有機化合物層と第２電極と
を有し、前記第１電極は前記有機ＥＬ素子ごとに形成され、前記第２電極は前記複数の有
機ＥＬ素子で共通に形成され、前記有機化合物層の少なくとも一部は、前記複数の有機Ｅ
Ｌ素子に共通で形成された発光装置であって、
　第１電極に印加されている電位から第２電極に印加されている電位を引いた電位差を第
１電極に印加される電圧とし、
　有機ＥＬ素子が発光し始める時の第１電極に印加されている電位から第２電極に印加さ
れている電位を引いた電位差を閾値電圧とすると、
　隣り合う２つの有機ＥＬ素子のうち少なくとも一部において、一方の有機ＥＬ素子の第
１電極に前記有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値
電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧が印加されている第１の期間では、他方の有機ＥＬ
素子の第１電極には、前記有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記他方の有機Ｅ
Ｌ素子の閾値電圧の絶対値よりも絶対値が小さい電圧、または前記第２電極と同電位、ま
たは前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆極性の電圧のいずれかが印加され、
　前記一方の有機ＥＬ素子の第１電極に前記有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、
前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値より絶対値が小さい電圧、または前記第２電
極と同電位、または前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆極性の電圧のいずれかが印加
されている第２の期間では、前記他方の有機ＥＬ素子の第１電極には、前記有機ＥＬ素子
の閾値電圧と同極性であって、前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値以上の絶対値
を持つ電圧が印加されていることを特徴とする発光装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の発光装置と、前記発光装置によって表面に潜像が形成される感光体と
、前記感光体を帯電する帯電手段と、を備えた画像形成装置。
【請求項１１】
　複数の有機ＥＬ素子を備え、前記有機ＥＬ素子が第１電極と有機化合物層と第２電極と
を有し、前記第１電極は前記有機ＥＬ素子ごとに形成され、前記第２電極は前記複数の有
機ＥＬ素子で共通に形成され、前記有機化合物層の少なくとも一部は、前記有機ＥＬ素子
に共通で形成された表示装置の駆動方法であって、
　第１電極に印加されている電位から第２電極に印加されている電位を引いた電位差を第
１電極に印加される電圧とし、
　有機ＥＬ素子が発光し始める時の第１電極に印加されている電位から第２電極に印加さ
れている電位を引いた電位差を閾値電圧とすると、
　隣り合う２つの有機ＥＬ素子のうち少なくとも一部において、一方の有機ＥＬ素子の第
１電極に、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記一方の有機ＥＬ素
子の閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧を印加する第１の期間では、他方の有機Ｅ
Ｌ素子の第１電極には、前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記他方
の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値よりも絶対値が小さい電圧、または前記第２電極と同
電位、または前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆極性の電圧のいずれかを印加し、
　前記一方の有機ＥＬ素子の第１電極に、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性で
あって、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値より絶対値が小さい電圧、または前
記第２電極と同電位、または前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆極性の電圧のいずれ
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かを印加する第２の期間では、前記他方の有機ＥＬ素子の第１電極には、前記他方の有機
ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値以上
の絶対値を持つ電圧を印加することを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記有機ＥＬ素子の前記第１電極は、第１スイッチング素子を介して前記有機ＥＬ素子
の閾値電圧と同極性であって、前記有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ
電圧が印加される電源線に接続され、かつ、第２スイッチング素子を介して前記有機ＥＬ
素子の閾値電圧と同極性であって、前記有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値よりも絶対値が
小さい電圧、または前記第２電極と同電位、または前記有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆極性
の電圧のいずれかが印加される電圧線に接続され、前記第１スイッチング素子および前記
第２スイッチング素子によって前記第１電極に印加される電圧を制御することを特徴とす
る請求項１１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子とは共通の走査線でそれぞれの
導通状態および非導通状態を制御することを特徴とする請求項１２に記載の表示装置の駆
動方法。
【請求項１４】
　１フレームの発光期間は、前記第１の期間と、前記第２の期間と、を含むことを特徴と
する請求項１１乃至１３のいずれか１項に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　１フレームの発光期間は、前記第１の期間と前記第２の期間とを交互に有することを特
徴とする請求項１１乃至１４のいずれか１項に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　複数の有機ＥＬ素子を備え、前記有機ＥＬ素子が第１電極と有機化合物層と第２電極と
を有し、前記第１電極は前記有機ＥＬ素子ごとに形成され、前記第２電極は前記複数の有
機ＥＬ素子で共通に形成され、前記有機化合物層の少なくとも一部は、前記有機ＥＬ素子
に共通で形成された発光装置の駆動方法であって、
　第１電極に印加されている電位から第２電極に印加されている電位を引いた電位差を第
１電極に印加される電圧とし、
　有機ＥＬ素子が発光し始める時の第１電極に印加されている電位から第２電極に印加さ
れている電位を引いた電位差を閾値電圧とすると、
　隣り合う２つの有機ＥＬ素子のうち少なくとも一部において、一方の有機ＥＬ素子の第
１電極に前記有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値
電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧を印加する第１の期間では、他方の有機ＥＬ素子の
第１電極には、前記有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記他方の有機ＥＬ素子
の閾値電圧の絶対値よりも絶対値が小さい電圧、または前記第２電極と同電位、または前
記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆極性の電圧のいずれかを印加し、
　前記一方の有機ＥＬ素子の第１電極に前記有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、
前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値より絶対値が小さい電圧、または前記第２電
極と同電位、または前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆極性の電圧のいずれかを印加
する第２の期間では、前記他方の有機ＥＬ素子の第１電極には、前記有機ＥＬ素子の閾値
電圧と同極性であって、前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ
電圧を印加することを特徴とする発光装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ素子を用いた表示装置、撮像装置、発光装置、画像形成装置、表示
方法の駆動方法および発光装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　有機ＥＬ素子は、陽極と、少なくとも発光層を含む有機化合物と、陰極と、が積層され
た構成を成している。また、赤、緑、青の三色の有機ＥＬ素子を用いたカラーの表示装置
は、赤、緑、青それぞれの発光層が各色の画素形状にパターニングされた構成や、白色を
発する発光層と各色の画素形状に合わせて設けられた赤、緑、青のカラーフィルターとを
備えた構成が用いられる。このようなカラーの表示装置に使用される有機ＥＬ素子の有機
化合物層の一部あるいは全部は、プロセスを容易にするため、全画素で共通に形成される
。
【０００３】
　一方、近年では表示装置の高精細化が検討されている。高精細化により、画素サイズが
小さくなり、隣り合う２つの画素の電極の間が小さくなる。そのため、全画素で共通に形
成された有機化合物層を介して発光する画素の隣の画素にまで電流がリークする。そして
、隣の画素が発光して、クロストークが発生する。
【０００４】
　特許文献１には、クロストークを抑制するために、全画素共通で有機化合物層を形成し
た後、この有機化合物層のうち画素間に設けられた隔壁上に形成された部分を除去する表
示装置の製造方法が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－２４３５５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１の方法では、有機化合物層を形成した後に有機化合物層のパターニ
ングをするため、画素内の有機化合物層を傷つける恐れがある。また、隔壁上の有機化合
物層が除去しきれず、クロストークが十分抑制できない恐れがある。
【０００７】
　本発明は、画素内の有機化合物層の損傷を抑え、さらにクロストークを抑制した表示装
置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一つの態様は、複数の有機ＥＬ素子を備え、前記有機ＥＬ素子が第１電極と有
機化合物層と第２電極とを有し、前記第１電極は前記有機ＥＬ素子ごとに形成され、前記
第２電極は前記複数の有機ＥＬ素子で共通に形成され、前記有機化合物層の少なくとも一
部は、前記複数の有機ＥＬ素子に共通で形成されている表示装置であって、第１電極に印
加されている電位から第２電極に印加されている電位を引いた電位差を第１電極に印加さ
れる電圧とし、有機ＥＬ素子が発光し始める時の第１電極に印加されている電位から第２
電極に印加されている電位を引いた電位差を閾値電圧とすると、隣り合う２つの有機ＥＬ
素子のうち一方の有機ＥＬ素子の第１電極に前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性
であって、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧が印加さ
れている第１の期間では、他方の有機ＥＬ素子の第１電極には、前記他方の有機ＥＬ素子
の閾値電圧と同極性であって、前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値よりも絶対値
が小さい電圧、または前記第２電極と同電位、または前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧
と逆極性の電圧のいずれかが印加され、前記一方の有機ＥＬ素子の第１電極に前記一方の
有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値
より絶対値が小さい電圧、または前記第２電極と同電位、または前記一方の有機ＥＬ素子
の閾値電圧と逆極性の電圧のいずれかが印加されている第２の期間では、前記他方の有機
ＥＬ素子の第１電極には、前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記他
方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧が印加されていることを特
徴とする。
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【０００９】
　また、本発明の別の態様は、複数の有機ＥＬ素子を備え、前記有機ＥＬ素子が第１電極
と有機化合物層と第２電極とを有し、前記第１電極は前記有機ＥＬ素子ごとに形成され、
前記第２電極は前記複数の有機ＥＬ素子で共通に形成され、前記有機化合物層の少なくと
も一部は、前記有機ＥＬ素子に共通で形成されている表示装置の駆動方法であって、第１
電極に印加されている電位から第２電極に印加されている電位を引いた電位差を第１電極
に印加される電圧とし、有機ＥＬ素子が発光し始める時の第１電極に印加されている電位
から第２電極に印加されている電位を引いた電位差を閾値電圧とすると、隣り合う２つの
有機ＥＬ素子のうち一方の有機ＥＬ素子の第１電極に、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電
圧と同極性であって、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電
圧を印加する第１の期間では、他方の有機ＥＬ素子の第１電極には、前記他方の有機ＥＬ
素子の閾値電圧と同極性であって、前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値よりも絶
対値が小さい電圧、または前記第２電極と同電位、または前記他方の有機ＥＬ素子の閾値
電圧と逆極性の電圧のいずれかを印加し、前記一方の有機ＥＬ素子の第１電極に、前記一
方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶
対値より絶対値が小さい電圧、または前記第２電極と同電位、または前記一方の有機ＥＬ
素子の閾値電圧と逆極性の電圧のいずれかを印加する第２の期間では、前記他方の有機Ｅ
Ｌ素子の第１電極には、前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記他方
の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧を印加することを特徴とする
。
【００１０】
　また、本発明の別の態様は、複数の有機ＥＬ素子を備え、前記有機ＥＬ素子が第１電極
と有機化合物層と第２電極とを有し、前記第１電極は前記有機ＥＬ素子ごとに形成され、
前記第２電極は前記複数の有機ＥＬ素子で共通に形成され、前記有機化合物層の少なくと
も一部は、前記複数の有機ＥＬ素子に共通で形成されている発光装置であって、第１電極
に印加されている電位から第２電極に印加されている電位を引いた電位差を第１電極に印
加される電圧とし、有機ＥＬ素子が発光し始める時の第１電極に印加されている電位から
第２電極に印加されている電位を引いた電位差を閾値電圧とすると、隣り合う２つの有機
ＥＬ素子のうち一方の有機ＥＬ素子の第１電極に前記有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性で
あって、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧が印加され
ている第１の期間では、他方の有機ＥＬ素子の第１電極には、前記有機ＥＬ素子の閾値電
圧と同極性であって、前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値よりも絶対値が小さい
電圧、または前記第２電極と同電位、または前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆極性
の電圧のいずれかが印加され、前記一方の有機ＥＬ素子の第１電極に前記有機ＥＬ素子の
閾値電圧と同極性であって、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値より絶対値が小
さい電圧、または前記第２電極と同電位、または前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆
極性の電圧のいずれかが印加されている第２の期間では、前記他方の有機ＥＬ素子の第１
電極には、前記有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記他方の有機ＥＬ素子の閾
値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧が印加されていることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の別の態様は、複数の有機ＥＬ素子を備え、前記有機ＥＬ素子が第１電極
と有機化合物層と第２電極とを有し、前記第１電極は前記有機ＥＬ素子ごとに形成され、
前記第２電極は前記複数の有機ＥＬ素子で共通に形成され、前記有機化合物層の少なくと
も一部は、前記有機ＥＬ素子に共通で形成されている発光装置の駆動方法であって、第１
電極に印加されている電位から第２電極に印加されている電位を引いた電位差を第１電極
に印加される電圧とし、有機ＥＬ素子が発光し始める時の第１電極に印加されている電位
から第２電極に印加されている電位を引いた電位差を閾値電圧とすると、隣り合う２つの
有機ＥＬ素子のうち一方の有機ＥＬ素子の第１電極に前記有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極
性であって、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧を印加
する第１の期間では、他方の有機ＥＬ素子の第１電極には、前記有機ＥＬ素子の閾値電圧
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と同極性であって、前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値よりも絶対値が小さい電
圧、または前記第２電極と同電位、または前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆極性の
電圧のいずれかを印加し、前記一方の有機ＥＬ素子の第１電極に前記有機ＥＬ素子の閾値
電圧と同極性であって、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値より絶対値が小さい
電圧、または前記第２電極と同電位、または前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆極性
の電圧のいずれかを印加する第２の期間では、前記他方の有機ＥＬ素子の第１電極には、
前記有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶
対値以上の絶対値を持つ電圧を印加することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、画素内の有機化合物層の損傷を抑え、さらにクロストークを抑制した
表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】実施形態１に係る表示装置の一例を示す模式図
【図２】実施形態１に係る表示装置が備える周辺回路の一例を示す模式図
【図３】ｉ行ｋ－１列、ｉ行ｋ列、ｉ行ｋ＋１列の画素回路を示す模式図
【図４】実施形態１に係る表示装置の各画素回路のタイミングチャート
【図５】各有機ＥＬ素子の発光時の等価回路図
【図６】実施形態１に係る表示装置の画素レイアウトを示す模式図
【図７】実施形態２乃至４に係る表示装置の一例を示す断面模式図
【図８】実施形態１乃至５に係る表示装置を備える撮像装置の一例を示す断面模式図
【図９】実施形態６に係る発光装置を備える画像形成装置の一例を示す断面模式図
【図１０】実施形態６に係る発光装置の一例を示す平面模式図
【図１１】本実施例の表示装置の色再現範囲を示す図
【図１２】本実施例の緑画素の色度を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明について、実施形態を挙げて図面を参照して説明する。尚、本明細書で特
に図示又は記載されない部分に関しては、当該技術分野の周知又は公知技術を適用する。
また以下に説明する実施の形態は、発明の一つの実施形態であって、これらに限定される
ものではない。
【００１５】
　（実施形態１）
　図１（ａ）は、本実施形態に係る表示装置を示す斜視模式図である。本実施形態の表示
装置は、有機ＥＬ素子を備える画素１００を複数有している。そして、複数の画素１００
は２次元状に配置され、表示領域１０１を形成している。なお、画素とは１つの発光素子
の発光領域に対応した領域を意味している。本実施形態の表示装置では、発光素子は有機
ＥＬ素子であり、画素１００のそれぞれに１つの色の有機ＥＬ素子が配置されている。有
機ＥＬ素子の発光色としては、赤色、緑色、青色、黄色、シアン、マゼンタ、白色などが
挙げられる。また、本実施形態の表示装置には、発光色の異なる複数の画素（例えば赤色
を発する画素、緑色を発する画素、及び青色を発する画素）からなる画素ユニットが複数
配列されている。画素ユニットとは、各画素の混色によって所望の色の発光を可能とする
最小の単位を示す。
【００１６】
　図１（ｂ）は、図１（ａ）のＡ－Ａ’線における部分断面模式図である。画素１００は
、基板１０上に、第１電極（陽極）１１と、正孔輸送層１２と、発光層１３Ｒ（１３Ｇ，
１３Ｂ）と、電子輸送層１４と、第２電極（陰極）１５と、を備える有機ＥＬ素子３Ｒ（
３Ｇ，３Ｂ）を有している。また、有機ＥＬ素子３Ｒは、赤色を発する有機ＥＬ素子であ
り、素子内の赤色発光層１３Ｒが発光する。同様に、有機ＥＬ素子３Ｇ，３Ｂは、それぞ
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れ緑色を発する有機ＥＬ素子、青色を発する有機ＥＬ素子であり、それぞれ素子内の緑色
発光層１３Ｇ、青色発光層１３Ｂが発光する。正孔輸送層１２と発光層１３Ｒ，１３Ｇ，
１３Ｂと電子輸送層１４をまとめて有機化合物層という。有機化合物層の少なくとも一部
とは、正孔輸送層１２と発光層１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂと電子輸送層１４のうち少なくと
も１層を指す。
【００１７】
　第１電極１１は、隣の画素の第１電極１１と分離されて形成され、有機ＥＬ素子ごとに
形成されている。また、正孔輸送層１２、電子輸送層１４、第２電極１５は、全画素で共
通に形成されている。なお、基板１０側から第１電極１１、正孔輸送層１２、発光層、電
子輸送層１４、第２電極１５の順で積層されているが、基板１０側から第１電極１１、電
子輸送層１４、発光層、正孔輸送層１２、第２電極１５の順で積層されていてもよい。後
者の積層順の場合、第１電極１１が陰極、第２電極１５が陽極となる。
【００１８】
　また、有機ＥＬ素子３Ｒ，３Ｇ，３Ｂは、外部の酸素や水分が侵入しないように、第２
電極１５上に形成された封止膜３０によって封止されている。
【００１９】
　全画素で共通に形成された正孔輸送層１２は、有機ＥＬ素子の駆動電圧を下げるために
、発光層１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂよりもシート抵抗が小さい材料で構成されている。この
ため、発光させたい画素に電流を流すと、正孔輸送層１２を介して隣の画素にまで電流が
リークし、隣の画素も発光してしまう。その結果、クロストークが発生する。特に、隣り
合う画素が互いに異なる色を発する場合にクロストークが生じると、画素の色純度の低下
を招き、カラー表示装置において色再現性が低下するという問題が生じる。さらに、第１
電極１１の間の距離が小さくなると、基板１０の面内方向、つまり、隣り合う２つの画素
（有機ＥＬ素子）間の抵抗の、有機ＥＬ素子内の抵抗に対する比率が小さくなる。このた
め、基板１０の面内方向に電流がリークしやすくなり、クロストークがより顕著に表れる
。
【００２０】
　本発明の表示装置は、上記のクロストークを抑制することを目的としたものである。ク
ロストークを抑制する具体的手段について、図２乃至５を用いて具体的に説明する。
【００２１】
　まず、図２は、表示装置の表示領域１０１と各配線、周辺回路の様子を示す模式図であ
る。本発明の表示装置は、画素１００がｍ行×ｎ列の２次元状に配列されて構成された表
示領域１０１の外に、データ線駆動回路１０２と走査線駆動回路１０３と電源線駆動回路
１０４とを備えている。データ線駆動回路１０２には、不図示の表示パネルコントローラ
から映像信号が入力され、データ線駆動回路１０２の各出力端子から映像信号に応じた階
調表示データであるデータ電圧がｎ本あるデータ線１０５に出力される。走査線駆動回路
１０３には、不図示の表示パネルコントローラから制御信号が入力され、走査線駆動回路
１０３の各出力端子から画素１００の動作を制御する制御電圧が走査線１０６に出力され
る。また、電源線駆動回路１０４は、各走査線１０６と並行に配置された電源線１０７に
電圧を印加する。
【００２２】
　図３は、ｉ行ｋ－１列目の画素回路２００Ｒ、ｉ行ｋ列目の画素回路２００Ｇ、ｉ行ｋ
＋１列目の画素回路２００Ｂを示したものである。以下、画素回路２００Ｇについて説明
する。画素回路２００Ｇは、ｎ型の選択トランジスタ２０１Ｇ、ｐ型の駆動トランジスタ
２０２Ｇ、データ電圧を保持する保持容量２０３Ｇを有している。さらに、画素回路２０
０Ｇは、ｎ型の第１スイッチング素子２０４Ｇ、ｎ型の第２スイッチング素子２０５Ｇを
有している。
【００２３】
　選択トランジスタ２０１Ｇのゲート電極は、走査線１０６（ｉ）に接続され、選択トラ
ンジスタ２０１Ｇのソース電極とドレイン電極の一方はデータ線１０５（ｋ）に、他方は
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駆動トランジスタ２０２Ｇのゲート電極に接続されている。なお、走査線１０６（ｉ）は
ｉ行目の走査線１０６を表し、データ線１０５（ｋ）は、ｋ列目のデータ線１０５を表し
ている。
【００２４】
　また、駆動トランジスタ２０２Ｇのソース電極は電源線１０７に接続され、ドレイン電
極は有機ＥＬ素子３Ｇに第１スイッチング素子２０４Ｇを介して接続されている。第１ス
イッチング素子２０４Ｇのゲート電極は、走査線１１０（ｉ）に接続されている。
【００２５】
　第２スイッチング素子２０５Ｇのゲート電極は、走査線１０９（ｉ）に接続され、第２
スイッチング素子２０５Ｇのソース電極とドレイン電極の一方は、第１スイッチング素子
２０４Ｇと有機ＥＬ素子との間に接続され、他方は、電圧線１１１に接続されている。
【００２６】
　保持容量２０３Ｇの一方の端子は駆動トランジスタ２０２Ｇのゲート電極に接続され、
他方は電源線１０７に接続されている。なお、有機ＥＬ素子３Ｇの一端は駆動トランジス
タ２０２Ｇに第１スイッチング素子２０４Ｇを介して接続されているが、他端は固定電圧
線１０８に接続されている。
【００２７】
　スイッチング素子は、トランジスタやＭＩＭ素子などを使用することができる。
【００２８】
　固定電圧線１０８と電圧線１１１には、以下の電圧がそれぞれ印加されている。すなわ
ち、その電圧とは、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電圧と同極性であって、有機ＥＬ素子３Ｇの
閾値電圧の絶対値より絶対値が小さい電圧、または有機ＥＬ素子３Ｇの第２電極１５と同
電位、または有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電圧と逆極性の電圧のいずれかである。また、その
電圧は、有機ＥＬ素子３Ｒ，３Ｇ，３Ｂの閾値電圧と同極性であって、有機ＥＬ素子３Ｒ
，３Ｇ，３Ｂの閾値電圧の絶対値より絶対値が小さい電圧、または有機ＥＬ素子３Ｒ，３
Ｇ，３Ｂの第２電極１５と同電位、または有機ＥＬ素子３Ｒ，３Ｇ，３Ｂの閾値電圧と逆
極性の電圧のいずれかであることが好ましい。また、固定電圧線１０８と電圧線１１１に
は、同電位が印加されていてもよいし、異なる電圧が印加されてもよい。
【００２９】
　一方、電源線１０７には、有機ＥＬ素子３Ｒ，３Ｇ，３Ｂの閾値電圧と同極性であって
、有機ＥＬ素子３Ｒ，３Ｇ，３Ｂの閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧が印加され
ている。
【００３０】
　ここで、本発明における電圧は、複数の有機ＥＬ素子に共通で形成された第２電極１５
の電位、もっと言えば、その第２電極１５に接続された固定電圧線１０８の電位を基準と
した電位差のことである。さらに、対象とする電極に印加される電圧とは、その電極の電
位から第２電極の電位を引いた値のことである。
【００３１】
　したがって、第２電極１５が陰極であるか陽極であるかによって、第１電極１１に印加
される電圧はプラスの値となる場合とマイナスの値となる場合とがある。より具体的には
、第２電極１５が陰極の場合は、第１電極１１は陽極であり、第１電極１１に印加される
電圧はプラスの値となる。一方、第２電極１５が陽極の場合には、第１電極１１が陰極で
あり、第１電極１１に印加される電圧はマイナスの値となる。
【００３２】
　また、閾値電圧とは、有機ＥＬ素子が発光し始める際の、有機ＥＬ素子の第１電極１１
の電位の値から第２電極１５の電位の値を引いた値のことであり、第２電極１５が陰極で
あるか、陽極であるかによって、プラスの値となる場合とマイナスの値となる場合とがあ
る。より具体的には、第２電極１５が陰極の場合は、第１電極１１に印加される電圧はプ
ラスの値であり、閾値電圧はプラスの値となる。一方、第２電極１５が陽極の場合には、
第１電極１１に印加される電圧はマイナスの値であり、閾値電圧はマイナスの値となる。
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【００３３】
　「有機ＥＬ素子３Ｇの第１電極１１に、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電圧と同極性であって
、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電圧の絶対値よりも絶対値が小さい電圧が印加されている」と
いうことは、以下のことである。
【００３４】
　まず、第２電極１５が陰極である場合を考える。この場合、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電
圧はプラスの値となり、その値をＡ（Ａ＞０）とすると、有機ＥＬ素子３Ｇの第１電極１
１に印加される電圧Ｖ１は、０＜Ｖ１＜Ａを満たす値である。
【００３５】
　一方、第２電極１５が陽極である場合を考える。この場合、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電
圧はマイナスの値となり、その値を－Ｂ（Ｂ＞０）とすると、有機ＥＬ素子３Ｇの第１電
極１１に印加される電圧Ｖ１は、－Ｂ＜Ｖ１＜０を満たす値である。
【００３６】
　また、「有機ＥＬ素子３Ｇの第１電極１１に、第２電極１５と同電位が印加されている
」ということは、第１電極１１に印加される電圧は０Ｖであることを意味している。
【００３７】
　また、「有機ＥＬ素子３Ｇの第１電極１１に、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電圧と逆極性の
電圧が印加されている」ということは、以下のことである。
【００３８】
　まず、第２電極１５が陰極である場合を考える。この場合、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電
圧はプラスの値となり、第１電極１１に印加される電圧Ｖ１は、Ｖ１＜０を満たす値であ
る。
【００３９】
　一方、第２電極１５が陽極である場合を考える。この場合、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電
圧はマイナスの値となり、第１電極１１に印加される電圧Ｖ１は、０＜Ｖ１を満たす値で
ある。
【００４０】
　言い換えると、第２電極１５が陰極（第１電極１１が陽極）の場合には、有機ＥＬ素子
３Ｇの第１電極１１に印加される電圧Ｖ１は、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電圧の絶対値をＡ
とすると、Ｖ１＜Ａの関係を満たしている。つまり、第１電極１１には、有機ＥＬ素子３
Ｇの閾値電圧よりも小さい電圧が印加されている。なお、Ｖ１は、Ｖ１＜Ａの関係を満た
せば、プラスの値でもマイナスの値でもよい。
【００４１】
　一方、第２電極１５が陽極（第１電極１１が陰極）の場合には、有機ＥＬ素子３Ｇの第
１電極１１に印加される電圧Ｖ１は、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電圧を－Ｂとすると、－Ｂ
＜Ｖ１の関係を満たしている。つまり、第１電極１１には、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電圧
よりも大きい電圧が印加されている。なお、Ｖ１は、－Ｂ＜Ｖ１の関係を満たせば、プラ
スの値でもマイナスの値でもよい。
【００４２】
　また、「有機ＥＬ素子３Ｇの第１電極１１に有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電圧と同極性であ
って、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧が印加されている」
ということは、以下のことである。
【００４３】
　まず、第２電極１５が陰極である場合を考える。この場合、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電
圧はプラスの値となり、その値をＡ（Ａ＞０）とすると、有機ＥＬ素子３Ｇの第１電極１
１に印加される電圧Ｖ１は、Ａ＜Ｖ１を満たす値である。
【００４４】
　一方、第２電極１５が陽極である場合を考える。この場合、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電
圧はマイナスの値となり、その値を－Ｂ（Ｂ＞０）とすると、有機ＥＬ素子３Ｇの第１電
極１１に印加される電圧Ｖ１は、Ｖ１＜－Ｂを満たす値である。
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【００４５】
　画素回路２００Ｒ，２００Ｂも同様の構成であるが、以下の点が異なる。選択トランジ
スタ２０１Ｒ，２０１Ｂに接続されるデータ線は、それぞれデータ線１０５（ｋ－１），
１０５（ｋ＋１）である。また、第２スイッチング素子２０５Ｒ，２０５Ｂが走査線１０
９（ｉ）ではなく走査線１１０（ｉ）に接続され、第１スイッチング素子２０４Ｒ，２０
４Ｂが走査線１１０（ｉ）ではなく走査線１０９（ｉ）に接続されている。
【００４６】
　図４は、図３の画素回路２００Ｒ，２００Ｇ，２００Ｂの動作を示すタイミングチャー
トである。あるフレーム期間において、ｉ行目の画素群の書き込み期間Ａでは、ｉ行目の
走査線１０６（ｉ）に印加される制御電圧Ｐ１（ｉ）がＨｉｇｈ　ｌｅｖｅｌになるため
、選択トランジスタ２０１Ｒ，２０１Ｇ，２０１Ｂが導通状態になる。そして、データ線
１０５（ｋ－１），１０５（ｋ），１０５（ｋ＋１）から、データ電圧Ｖｉ（ｋ－１），
Ｖｉ（ｋ），Ｖｉ（ｋ＋１）が画素回路２００Ｒ，２００Ｇ，２００Ｂに印加される。そ
して、データ電圧Ｖｉ（ｋ－１），Ｖｉ（ｋ），Ｖｉ（ｋ＋１）に対応する電荷が保持容
量２０３Ｒ，２０３Ｇ，２０３Ｂにそれぞれ保持される。その後、制御電圧Ｐ１（ｉ）が
ｌｏｗ　ｌｅｖｅｌになり、選択トランジスタ２０１Ｒ，２０１Ｇ，２０１Ｂが非導通状
態となり、ｉ行目の書き込み期間Ａが終了する。
【００４７】
　書き込み期間Ａの後の発光期間Ｂにおいて説明する。まず、走査線１０９（ｉ）の制御
信号Ｐ２（ｉ）がＨｉｇｈ　ｌｅｖｅｌになり、スイッチング素子２０４Ｒ，２０５Ｇ，
２０４Ｂが導通状態になる。一方、走査線１１０（ｉ）の制御信号Ｐ３（ｉ）はＬｏｗ　
ｌｅｖｅｌのままで、スイッチング素子２０５Ｒ，２０４Ｇ，２０５Ｂは非導通状態であ
る。
【００４８】
　制御信号Ｐ２（ｉ）がＨｉｇｈ　ｌｅｖｅｌ、制御信号Ｐ３（ｉ）がＬｏｗ　ｌｅｖｅ
ｌである第１の期間Ｂ１の各画素回路の等価回路を図５（ａ）に示す。第１の期間Ｂ１で
は、有機ＥＬ素子３Ｒの第１電極１１は、駆動トランジスタ２０２Ｒを介して電源線１０
７に接続されている。つまり、有機ＥＬ素子３Ｒの第１電極１１には、有機ＥＬ素子３Ｒ
の閾値電圧と同極性であって、有機ＥＬ素子３Ｒの閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ
電圧が印加されている。そして、書き込み期間Ａで保持容量２０３Ｒに書き込まれたデー
タ電圧Ｖｉ（ｋ－１）に対応した電流が、駆動トランジスタ２０２Ｒを介して電源線１０
７から有機ＥＬ素子３Ｒに流れる。そして、この電流量に対応した輝度で有機ＥＬ素子３
Ｒが発光する。同様に、有機ＥＬ素子３Ｂが発光する。
【００４９】
　一方、第１スイッチング素子２０４Ｇは非導通状態のままである。有機ＥＬ素子３Ｇは
、図５（ａ）で示すように、有機ＥＬ素子３Ｒ，３Ｂと、抵抗３０１，３０２を介して電
気的に接続されている。このため、第２スイッチング素子２０５Ｇがない場合や第２スイ
ッチング素子２０５Ｇが非導通状態の場合には、駆動トランジスタ２０２Ｒ，２０２Ｂ、
抵抗３０１，３０２を介して、電源線１０７からリーク電流が有機ＥＬ素子３Ｇに供給さ
れる可能性がある。そして、有機ＥＬ素子３Ｇが発光する可能性がある。
【００５０】
　これに対して、本実施形態では、有機ＥＬ素子３Ｒの隣にある有機ＥＬ素子３Ｇを駆動
する駆動回路の内に、上述した電圧が印加された電圧線１１１に接続された第２スイッチ
ング素子２０５Ｇを有している。そして、この第１の期間Ｂ１では、第２スイッチング素
子２０５Ｇが導通状態となるため、有機ＥＬ素子３Ｇの第１電極１１は、電圧線１１１に
接続される。つまり、第１の期間Ｂ１では、有機ＥＬ素子３Ｇの第１電極１１には、有機
ＥＬ素子３Ｇの閾値電圧と同極性であって、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電圧の絶対値より絶
対値が小さい電圧、または有機ＥＬ素子３Ｇの第２電極１５と同電位、または有機ＥＬ素
子３Ｇの閾値電圧と逆極性の電圧のいずれかが印加されている。このため、抵抗３０１，
３０２を介したリーク電流は有機ＥＬ素子３Ｇではなく電圧線１１１に流れるので、有機



(12) JP 2014-52581 A 2014.3.20

10

20

30

40

50

ＥＬ素子３Ｇは発光しない。あるいは、有機ＥＬ素子３Ｇの第１電極１１には、上記のよ
うな電圧に固定されるため、有機ＥＬ素子３Ｇの第１電極１１と第２電極１５の間の電圧
差の絶対値は閾値電圧の絶対値より小さくなり、有機ＥＬ素子３Ｇが発光しないとも考え
られる。いずれにせよ、第１の期間Ｂ１では、有機ＥＬ素子３Ｒ，３Ｂは発光し、有機Ｅ
Ｌ素子３Ｇは発光しない。
【００５１】
　なお、第１の期間Ｂ１では、有機ＥＬ素子３Ｒ，３Ｂがともに発光するとしたが、映像
信号に合わせてデータ電圧Ｖｉ（ｋ－１），Ｖｉ（ｋ＋１）の大きさを変えることで、有
機ＥＬ素子３Ｒ，３Ｂの両方あるいは一方は発光しないこともある。つまり、第１の期間
Ｂ１は、有機ＥＬ素子３Ｒ，３Ｂが発光しうる期間であって、有機ＥＬ素子３Ｇは発光し
ない期間である。
【００５２】
　次に、走査線１０９（ｉ）の制御信号Ｐ２（ｉ）がＬｏｗ　ｌｅｖｅｌになり、スイッ
チング素子２０４Ｒ，２０５Ｇ，２０４Ｂが非導通状態になる。一方、走査線１１０（ｉ
）の制御信号Ｐ３（ｉ）はＨｉｇｈ　ｌｅｖｅｌになり、スイッチング素子２０５Ｒ，２
０４Ｇ，２０５Ｂは導通状態になる。制御信号Ｐ２（ｉ）がＬｏｗ　ｌｅｖｅｌ、制御信
号Ｐ３（ｉ）がＨｉｇｈ　ｌｅｖｅｌである第２の期間Ｂ２の各画素回路の等価回路を図
５（ｂ）に示す。第１の期間Ｂ１とは反対に、第２の期間Ｂ２では、有機ＥＬ素子３Ｇの
第１電極１１は、駆動トランジスタ２０２Ｇを介して電源線１０７に接続されている。つ
まり、有機ＥＬ素子３Ｇの第１電極１１には、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電圧と同極性であ
って、有機ＥＬ素子３Ｇの閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧が印加されている。
そして、この第２の期間Ｂ２では、書き込み期間Ａで保持容量２０３Ｇに書き込まれたデ
ータ電圧Ｖｉ（ｋ）に対応した電流が、駆動トランジスタ２０２Ｇを介して電源線１０７
から有機ＥＬ素子３Ｇに流れる。そして、この電流量に対応した輝度で有機ＥＬ素子３Ｇ
が発光する。
【００５３】
　一方、第１スイッチング素子２０４Ｒ，２０４Ｂが非導通状態であり、第２スイッチン
グ素子２０５Ｒ，２０５Ｂが導通状態となるため、有機ＥＬ素子３Ｒ，３Ｂの第１電極１
１は、電圧線１１１に接続される。つまり、第２の期間Ｂ２では、有機ＥＬ素子３Ｒ（３
Ｂ）の第１電極１１には、有機ＥＬ素子３Ｒ（３Ｂ）の閾値電圧と同極性であって、有機
ＥＬ素子３Ｒ（３Ｂ）の閾値電圧の絶対値より絶対値が小さい電圧、または有機ＥＬ素子
３Ｇの第２電極１５と同電位、または有機ＥＬ素子３Ｒ（３Ｂ）の閾値電圧と逆極性の電
圧のいずれかが印加されている。このため、第１の期間Ｂ１の有機ＥＬ素子３Ｇと同様に
、抵抗３００，３０１，２０２を介したリーク電流が電圧線１１１に流れ、有機ＥＬ素子
３Ｒ，３Ｂは発光しない。
【００５４】
　なお、第２の期間Ｂ２では、有機ＥＬ素子３Ｇが発光するとしたが、映像信号に合わせ
てデータ電圧Ｖｉ（ｋ）の大きさを変えることで、有機ＥＬ素子３Ｇは発光しないことも
ある。つまり、第２の期間Ｂ２は、有機ＥＬ素子３Ｇが発光しうる期間であって、有機Ｅ
Ｌ素子３Ｒ，３Ｂは発光しない期間である。
【００５５】
　これ以降の発光期間Ｂでは、第１の期間Ｂ１と第２の期間Ｂ２とを交互に設けることで
、隣り合う２つの有機ＥＬ素子が交互に発光する。つまり、ｉ行ｋ－２列目、ｉ行ｋ＋２
列目の有機ＥＬ素子は、ｉ行ｋ列目の有機ＥＬ素子３Ｇと同時に第２の期間Ｂ２で発光し
、ｉ行ｋ－３列目、ｉ行ｋ＋３列目の有機ＥＬ素子は、ｉ行ｋ列目の有機ＥＬ素子３Ｒ，
３Ｂと同時に第１の期間Ｂ１で発光する。
【００５６】
　なお、図４では、１フレームの発光期間Ｂ中で、第１の期間Ｂ１と第２の期間Ｂ２とが
交互に複数回ある例を示したが、第１の期間Ｂ１と第２の期間Ｂ２ともに１回ずつでも本
発明の効果を奏する。ただし、フリッカ対策として、第１の期間Ｂ１と第２の期間Ｂ２と
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が交互に複数回切り替わることが好ましい。さらに、この場合、その周波数は６０Ｈｚ以
上とすることが好ましい。また、表示するパターンによっては、カラーブレイクが生じる
場合もあるので、周波数は２４０Ｈｚ以上とすることが好ましい。また、他の信号線の駆
動周期と異なる周期にすると、スジムラなどが生じる場合もあるので、例えば走査線の制
御信号の駆動信号（水平同期信号）と同じ周波数とすることが好ましい場合もある。
【００５７】
　本発明では、隣り合う２つの有機ＥＬ素子でクロストークを抑制するためには、以下の
条件Ａかつ条件Ｂを満たしている。
条件Ａ：隣り合う２つの有機ＥＬ素子のうち一方の有機ＥＬ素子の第１電極に前記一方の
有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値以上
の絶対値を持つ電圧が印加されている第１の期間では、他方の有機ＥＬ素子の第１電極に
は、他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の
絶対値よりも絶対値が小さい電圧、または第２電極と同電位、または他方の有機ＥＬ素子
の閾値電圧と逆極性の電圧のいずれかが印加されている。
条件Ｂ：隣り合う２つの有機ＥＬ素子のうち一方の有機ＥＬ素子の第１電極に前記一方の
有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、前記一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値
より絶対値が小さい電圧、または前記第２電極と同電位、または前記一方の有機ＥＬ素子
の閾値電圧と逆極性の電圧のいずれかが印加されている第２の期間では、他方の有機ＥＬ
素子の第１電極には、他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、他方の有機ＥＬ
素子の閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧が印加されている。
【００５８】
　図６は、図１（ａ）で示した表示装置の一部の平面模式図である。赤画素１００Ｒ、緑
画素１００Ｇ、青画素１００Ｂは、それぞれストライプ状に配置されている。上記の「隣
り合う」の基準となる方向とは、異なる色の光を発する画素が周期的に配列されたＸ方向
と同じ色の光を発する画素が配列されたＹ方向との少なくとも一つである。つまり、隣り
合う２つの有機ＥＬ素子とは、Ｘ方向で隣り合う有機ＥＬ素子でもいいし、Ｙ方向で隣り
合う有機ＥＬ素子でもいい。ただし、ある有機ＥＬ素子に対して、Ｘ方向における隣の有
機ＥＬ素子との間で条件Ａかつ条件Ｂを満たし、Ｙ方向における隣の有機ＥＬ素子との間
で、条件Ａかつ条件Ｂを満たしていなくてもよい。つまり、本発明において、隣り合う２
つの素子全てが条件Ａかつ条件Ｂを満たす必要はない。
【００５９】
　図６に示された連続する赤画素１００Ｒ、緑画素１００Ｇ、青画素１００Ｂの組（画素
ユニット）が図３の画素回路の構成と対応している。より具体的には、図６の左上の画素
ユニットが、ｉ行ｋ－１列目の画素回路２００Ｒ、ｉ行ｋ列目の画素回路２００Ｇ、ｉ行
ｋ＋１列目の画素回路２００Ｂと対応している。そして、図６の左下の画素ユニットが、
ｉ＋１行ｋ－１列目の画素回路２００Ｒ、ｉ＋１行ｋ列目の画素回路２００Ｇ、ｉ＋１行
ｋ＋１列目の画素回路２００Ｂと対応している。ｉ＋１行目の回路構成は、図３の走査線
１０６（ｉ），１０９（ｉ），１１０（ｉ）を１０６（ｉ＋１），１０９（ｉ＋１），１
１０（ｉ＋１）とすればよい。
【００６０】
　走査線１０９（ｉ）に印加される制御信号Ｐ２（ｉ）がＨｉｇｈ　ｌｅｖｅｌのときに
、走査線１０９（ｉ＋１）に印加される制御信号Ｐ２（ｉ＋１）をＨｉｇｈ　ｌｅｖｅｌ
かつ制御信号Ｐ３（ｉ＋１）をＬｏｗ　ｌｅｖｅｌとする場合は、以下のようになる。す
なわち、図６で示すＸ方向は、図３と同じなので、隣り合う２つの有機ＥＬ素子は条件Ａ
かつ条件Ｂを満たす。一方、Ｙ方向では、走査線１０９（ｉ），１０９（ｉ＋１）がとも
に同じＬｅｖｅｌで変動し、走査線１１０（ｉ），１１０（ｉ＋１）がともに同じＬｅｖ
ｅｌで変動する。このため、Ｙ方向で隣り合う２つの有機ＥＬ素子（例えば、ｉ行目の有
機ＥＬ素子３Ｒとｉ＋１行目に有機ＥＬ素子３Ｒ）では、条件Ａかつ条件Ｂを満たすこと
はない。言い換えると、Ｙ方向で隣り合う２つの有機ＥＬ素子の発光しうる期間は同じで
ある。このため、Ｘ方向に配列された隣り合う２つの有機ＥＬ素子の間でのみ、クロスト
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ークを抑制することができる。
【００６１】
　一方、走査線１０９（ｉ）に印加される制御信号Ｐ２（ｉ）がＨｉｇｈ　ｌｅｖｅｌの
ときに、走査線１０９（ｉ＋１）に印加される制御信号Ｐ２（ｉ＋１）をＬｏｗ　ｌｅｖ
ｅｌかつ制御信号Ｐ３（ｉ＋１）をＨｉｇｈ　ｌｅｖｅｌとする場合は、以下のようにな
る。すなわち、Ｘ方向では、上記と同様である。一方、Ｙ方向では、走査線１０９（ｉ）
，１０９（ｉ＋１）が互いに逆のＬｅｖｅｌで変動し、走査線１１０（ｉ），１１０（ｉ
＋１）も互いに逆のＬｅｖｅｌで変動する。このため、Ｙ方向で隣り合う２つの有機ＥＬ
素子（例えば、ｉ行目の有機ＥＬ素子３Ｒとｉ＋１行目に有機ＥＬ素子３Ｒ）では、条件
Ａかつ条件Ｂを満たす。言い換えると、Ｙ方向で隣り合う２つの有機ＥＬ素子の発光しう
る期間は交互になる。このため、Ｘ方向だけでなく、Ｙ方向に配列された隣り合う２つの
有機ＥＬ素子の間でも、クロストークを抑制することができ、より好ましい。つまり、隣
り合う２つの素子全てが条件Ａかつ条件Ｂを満たすことが好ましい。
【００６２】
　次に、各部材に関して具体的に説明する。
【００６３】
　基板１０は、石英、ガラス、プラスチック等の絶縁性の基板、金属基板、シリコン基板
などを用いることができる。また、基板１０は、トランジスタやＭＩＭ素子等のスイッチ
ング素子が上記絶縁性の基板やシリコン基板等に形成されていてもよい。また、その場合
には、基板１０には、スイッチング素子の凹凸を平坦化するための平坦化膜を有していて
もよい。
【００６４】
　第１電極１１、第２電極１５は、酸化錫、酸化インジウム、酸化インジウム錫、酸化イ
ンジウム亜鉛などの透明酸化物導電層や、Ａｌ，Ａｇ，Ｃｒ，Ｔｉ，Ｍｏ，Ｗ，Ａｕ，Ｍ
ｇ，Ｃｓなどの金属単体やそれらの合金からなる金属層などを用いることができる。さら
には、第１電極１１および第２電極１５は、透明酸化物導電層と金属層の積層膜や、複数
の金属層の積層膜で構成されていてもよい。
【００６５】
　正孔輸送層１２は、公知の材料を好適に用いることができ、例えば、トリフェニルジア
ミン誘導体、オキソジアゾール誘導体、ポリフィリル誘導体、スチルベン誘導体等を用い
ることができる。この他に、酸化モリブデン、酸化タングステン等の酸化物、２，３，５
，６－ｔｅｔｒａｆｌｕｏｒｏ－７，７，８，８－ｔｅｔｒａｃｙａｎｏｑｕｉｎｏｄｉ
ｍｅｔｈａｎｅ（Ｆ４ＴＣＮＱ）などの有機物、また、これらの混合物を用いることがで
きる。正孔輸送層１２は、正孔注入性、正孔輸送性を備える有機化合物の単層又は複数の
層からなる。また、必要に応じて、正孔輸送層１２として、発光層から第１電極１１側に
電子が移動するのを抑制するために、電子阻止層としての機能を併せて持たせることもで
きる。
【００６６】
　発光層１３としては、特に制限はなく公知の材料を適用することが可能である。発光層
１３は、発光材料のみで構成されていてもよいし、発光ドーパント材料とホスト材料との
混合層であってもよい。また、発光層１３は、発光ドーパント材料とホスト材料の他にア
シストドーパント材料を含んでいてもよい。また、本発明において、ホスト材料とは、発
光層内の成分のうち最も重量濃度が多い材料のことをいう。また、発光材料、発光ドーパ
ント材料は、蛍光材料、燐光材料のどちらでもよい。
【００６７】
　電子輸送層１４は、公知の材料を好適に用いることができ、例えば、アルミキノリノー
ル誘導体、オキサジアゾール誘導体、トリアゾール誘導体、フェニルキノキサリン誘導体
、シロール誘導体、フェナントロリン誘導体等が挙げられる。この他に、アルカリ金属や
アルカリ土類金属、希土類金属、及びこれらの化合物を用いることができる。また、例示
した材料の混合物も好適に用いることができる。電子注入性、電子輸送性を備える有機化
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合物の単層又は複数の層からなる。また、電子輸送層１４として、正孔阻止層としての機
能を併せて持たせることもできる。
【００６８】
　また、正孔輸送層１２、電子輸送層１４として、発光層で発生した励起子の拡散を抑制
するための励起子阻止層としての機能を併せて持たせることもできる。なお、正孔輸送層
１２と電子輸送層１４は、必須ではなく、有機ＥＬ素子の構成によってはなくてもよい。
【００６９】
　封止膜３０は、酸素や水分の有機ＥＬ素子に対する侵入を防ぐ機能を有しており、窒化
珪素や酸化珪素、酸化アルミナなどの無機材料を使用することができる。また、封止膜３
０は、２層以上の無機材料からなる積層膜で構成されていてもよし、無機材料と樹脂材料
の積層膜で構成されていてもよい。
【００７０】
　有機ＥＬ素子を封止する構成であればどんなものでもよく、封止膜３０の代わりに封止
キャップであってもよい。封止キャップはガラスやプラスチックなどのキャップ状の部材
を用いることができる。また、封止キャップは、例えばガラス板などの板状の部材と、こ
の部材と基板１０とを接着するために表示領域１０１の周囲に配置されたシール剤と、で
構成されてもよい。また、封止キャップと有機ＥＬ素子の第２電極１５との間の空間は、
窒素やアルゴン等の不活性ガスが封入されていてもよいし、アクリル樹脂などの樹脂材料
で充填されていてもよい。また、その空間には乾燥剤が配置されていてもよい。
【００７１】
　正孔輸送層１２を介して発生するクロストークについて述べたが、有機化合物層の一部
が隣り合う２つの第１電極１１に接して形成された構成であれば、クロストークが生じる
。つまり、隣り合う２つの第１電極１１に接して形成された有機化合物層の一部が、電子
輸送層１４であっても、例えば実施形態２で例示する白色を発する発光層でもあっても同
様にクロストークが生じる。
【００７２】
　また、本実施形態はモノクロの表示装置においても適用可能である。この構成では、全
ての有機ＥＬ素子で同一の構成であり、同一の色を表示する。
【００７３】
　また、本発明の表示装置は、基板１０側から有機ＥＬ素子の光が出射されるボトムエミ
ッション型の表示装置でもいいし、基板１０とは反対側から有機ＥＬ素子の光が出射され
るトップエミッション型の表示装置であってもよい。
【００７４】
　また、本発明の画素配置は、デルタ配列などでも適用することができる。
【００７５】
　（実施形態２）
　図７（ａ）は本実施形態の表示装置の断面模式図を表している。実施形態１では、発光
層は色ごとで形成されていたが、本実施形態では、発光層１３が赤色、緑色、青色を発す
る有機ＥＬ素子で共通に形成されて、白色を発する点が異なる。また、本実施形態では、
カラー表示のために、封止膜３０の上には、各画素に対応して赤色、緑色、青色のカラー
フィルター４０Ｒ，４０Ｇ，４０Ｂが形成されている。それ以外は実施形態１と同じであ
る。本実施形態では、有機化合物層の全部が全画素で共通に形成されている。
【００７６】
　発光層１３は、単層でも２つ以上の別の色を発する発光層が積層された構成であっても
よい。発光層１３が単層である場合には、赤色、緑色、青色の発光ドーパント材料とホス
ト材料からなる層や、シアン、黄色の発光ドーパント材料とホスト材料とからなる層が例
として挙げられる。２つ以上の発光層が積層された構成では、赤色を発する第１発光層と
緑色を発する第２発光層と青色を発する第３発光層とが積層された構成や、赤色、緑色の
発光ドーパント材料を含む第１発光層と青色を発する第２発光層とが積層された構成など
が挙げられる。なお、２つ以上の発光層が積層された構成では、発光層どうしが接してい
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る必要はなく２つの発光層の間に発光しない層が設けられていてもよい。
【００７７】
　カラーフィルター４０Ｒ，４０Ｇ，４０Ｂは、公知の材料を使用することができる。ま
た、図９（ａ）で示すように、カラーフィルター４０Ｒ，４０Ｇ，４０Ｂは封止膜３０上
にパターニング形成されていてもよいし、基板（不図示）にカラーフィルター４０Ｒ，４
０Ｇ，４０Ｂを形成し、封止膜３０上に張り合わせるようにしてもよい。
【００７８】
　また、画素ごとにパターニングされたカラーフィルターの間にはブラックマトリックス
が形成されていてもよい。
【００７９】
　（実施形態３）
　図７（ｂ）は、本実施形態の表示装置の断面模式図を表している。実施形態３では、発
光層１３が白色を発する発光層であったが、本実施形態では青色を発する発光層である点
が異なる。また、本実施形態では、カラー表示のために、封止膜３０の上には、赤色、緑
色の画素に対応して、青色を赤色に変換する色変換層５０Ｒ、青色を緑色に変換する色変
換層５０Ｇが形成されている。それ以外は実施形態２と同じである。
【００８０】
　色変換層５０Ｒ，５０Ｇは公知の材料を使用することができる。色変換層５０Ｒ，５０
Ｇは封止膜３０上にパターニング形成されていてもよいし、基板（不図示）に色変換層５
０Ｒ，５０Ｇを形成し、封止膜３０上に張り合わせるようにしてもよい。
【００８１】
　（実施形態４）
　図７（ｃ）は、本実施形態の表示装置の断面模式図を表している。本実施形態では、第
１電極１１と第２電極１５とのショートを防ぐために、第１電極１１の端部が絶縁層６０
で覆われた構成である。それ以外は、実施形態３と同じである。
【００８２】
　絶縁層６０は、ポリイミド樹脂、アクリル樹脂などの樹脂材料や、酸化珪素、窒化珪素
などの無機材料を用いることができる。また、樹脂材料と無機材料とを積層した構成でも
よい。
【００８３】
　本実施形態は、実施形態１又は３と適宜組み合わせることも可能である。
【００８４】
　本発明の表示装置としては、テレビ受像機、パーソナルコンピュータの表示部に用いら
れる。他には、デジタルカメラやデジタルビデオカメラなどの撮像装置の表示部や電子ビ
ューファインダに用いられてもよい。
【００８５】
　撮像装置は、図８で示すように、筺体９０内にローパスフィルタ９１や赤外線カットフ
ィルタ９２、ＣＭＯＳセンサなどの撮像素子９３を有している。実施形態１乃至５に記載
した表示装置９４は、撮像装置の筺体９０内に配置され、撮像素子９３で撮像して画像処
理回路で画像化された画像を表示することができる。また、図８では、撮像装置は筺体９
０の外にレンズ９５が設けられ、レンズ９５と筺体９０とが着脱可能な構成となっている
。ただし、本実施形態の表示装置は、筺体９０とレンズが一体で設けられた撮像装置にも
適用可能である。
【００８６】
　また、本実施形態の表示装置は、携帯電話の表示部、携帯ゲーム機の表示部等に用いら
れてもよいし、さらには、携帯音楽再生装置の表示部、携帯情報端末（ＰＤＡ）の表示部
、カーナビゲーションシステムの表示部に用いられてもよい。
【００８７】
　（実施形態５）
　本発明は、実施形態１乃至４に記載された表示装置だけではなく、発光装置にも適用す
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ることができる。特に本実施形態の発光装置は、図９に示すような画像形成装置の露光光
源として使用することができる。画像形成装置は、発光装置と、発光装置によって表面に
潜像が形成される感光体と、感光体を帯電する帯電手段と、を備えている。
【００８８】
　本実施形態の発光装置は、有機ＥＬ素子を備える発光領域４００を複数有している。図
１０（ａ）では、複数の発光領域４００は千鳥状に配置され、図１０（ｂ）では、複数の
発光領域４００は１列に配置されている。有機ＥＬ素子の発光色としては、赤色、緑色、
青色、黄色、シアン、マゼンタ、白色などが挙げられる。
【００８９】
　図１０ｃ）は、図１０（ａ）のＢ－Ｂ’線における部分断面模式図である。発光領域４
００は、基板１０上に、第１電極（陽極）１１と、正孔輸送層１２と、発光層１３と、電
子輸送層１４と、第２電極（陰極）１５と、を備える有機ＥＬ素子３からなる。正孔輸送
層１２と発光層１３と電子輸送層１４をまとめて有機化合物層という。有機化合物層の一
部とは、正孔輸送層１２と発光層１３と電子輸送層１４のうち少なくとも１層を指す。
【００９０】
　第１電極１１は、隣の画素の第１電極１１と分離されて形成されており、正孔輸送層１
２、電子輸送層１４、第２電極１５は、全画素で共通に形成されている。また、各有機Ｅ
Ｌ素子は、外部の酸素や水分が侵入しないように、封止膜３０によって封止されている。
【００９１】
　本実施形態のような画像形成装置に使用する発光装置でも表示装置と同様にリーク電流
によるクロストークが問題となる。クロストークが発生すると、画像形成装置の感光体へ
の結像ぼけが生じ、所定の画像を出力することができなくなってしまう。
【００９２】
　これに対して、本実施形態の発光装置では、隣り合う２つの有機ＥＬ素子のうち一方の
有機ＥＬ素子の第１電極に一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、一方の有機
ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧が印加されている第１の期間では、
他方の有機ＥＬ素子の第１電極には、他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であって、
他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値よりも絶対値が小さい電圧、または第２電極と同
電位、または他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆極性の電圧のいずれかが印加されている
。
【００９３】
　そして、一方の有機ＥＬ素子の第１電極に一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と同極性であ
って、一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値より絶対値が小さい電圧、または第２電極
と同電位、または一方の有機ＥＬ素子の閾値電圧と逆極性の電圧のいずれかが印加されて
いる第２の期間では、他方の有機ＥＬ素子の第１電極には、他方の有機ＥＬ素子の閾値電
圧と同極性であって、他方の有機ＥＬ素子の閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧が
印加されている。なお、本実施形態の有機ＥＬ素子は、すべて同色を発光し、同じ構成を
有しており、有機ＥＬ素子の閾値電圧は同じである。
【００９４】
　次に、本実施形態の発光装置を露光光源として備える画像形成装置について説明する。
図９の画像形成装置は、イエロー（Ｙ）、マゼンダ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ
）の４色のトナーを重ね合わせてカラー画像を形成するカラーモードと、ブラック（Ｋ）
のトナーのみを用いてモノクロ画像を形成するモノクロモードとを選択的に実行可能であ
る。なお、図９は、副走査方向の要部断面図である。画像形成装置では、パーソナルコン
ピュータ等の外部機器からコードデータＤｃがプリントコントローラ（不図示）に入力さ
れると、コードデータＤｃは、画像データ（ドットデータ）Ｄｉに変換される。この画像
データＤｉは、画像形成装置に内蔵された露光ユニット７０Ｙ，７０Ｍ，７０Ｃ，７０Ｋ
に入力される。そして、各露光ユニット７０Ｙ，７０Ｍ，７０Ｃ，７０Ｋは、画像データ
Ｄｉに基づいて制御される。
【００９５】
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　露光ユニット７０Ｙは、本実施形態の発光装置と、その発光装置から射出された光を集
光して感光ドラム８５Ｙの表面に露光光を照射するためのレンズ（不図示）と、を有して
いる。また、露光ユニット７０Ｙは、感光ドラム８５Ｙの表面の所定の位置以外に光が照
射されないように光吸収部材を有していてもよい。
【００９６】
　画像形成装置の筺体８０内には、露光ユニット７０Ｙ，７０Ｍ，７０Ｃ，７０Ｋの他に
、プリントコントローラ、転写ベルト８１、給紙ユニット８２、定着ローラ８３、加圧ロ
ーラ８４、が配置されている。さらに、筺体８０内には、感光ドラム８５Ｙ，８５Ｍ，８
５Ｃ，８５Ｋ、帯電ローラ８６Ｙ，８６Ｍ，８６Ｃ，８６Ｋ、現像器８７Ｙ，８７Ｍ，８
７Ｃ，８７Ｋ、転写ローラ８８Ｙ，８８Ｍ，８８Ｃ，８８Ｋが配置されている。給紙ユニ
ット８２は、着脱自在に構成されている。
【００９７】
　画像形成動作は以下のとおりである。なお、以下では、イエロー（Ｙ）の画像を形成す
る場合について述べる。ただし、給紙ユニット８２にあった用紙が、図９の矢印の方向に
転写ベルト８１によって搬送されて、マゼンダ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）の
画像が、イエロー（Ｙ）の画像形成と同様に順次形成される。
【００９８】
　まず、プリントコントローラからの信号に基づき、静電潜像担持体である感光ドラム８
５Ｙは、モーター（不図示）によって時計廻りに回転する。そして、この回転に伴って、
感光ドラム８５Ｙの感光面が露光光に対して回転する。感光ドラム８５Ｙの上方には、感
光ドラム８５Ｙの表面を所望のパターンで帯電するための帯電ローラ８６Ｙが表面に当接
するように設けられている。そして、帯電ローラ８６Ｙによって一様に帯電された感光ド
ラム８５Ｙの表面に、露光ユニット７０Ｙによって露光光が照射される。
【００９９】
　露光ユニット７０Ｙから射出された露光光は、画像データＤｉに基づいて照射位置、照
射タイミング、照射時間、照射強度などが調整され、露光光によって感光ドラム８５Ｙの
表面に静電潜像が形成される。この静電潜像は、露光光の照射位置よりも感光ドラム８５
Ｙの回転方向の下流側に感光ドラム８５Ｙと当接するように配設された現像器８７Ｙによ
ってトナー像として現像される。
【０１００】
　現像器８７Ｙによって現像されたトナー像は、感光ドラム８５Ｙの下方で、感光ドラム
８５Ｙに対向するように配設された転写ローラ８８Ｙによって被転写材である転写ベルト
８１上の用紙の上に転写される。用紙は、給紙ユニット８２内の用紙カセット内に収納さ
れているが、手差しトレー８９でも給紙が可能である。用紙カセットの端部には、給紙ロ
ーラが配設されており、用紙カセット内の用紙を搬送路へ送り込む。
【０１０１】
　以上のようにして、トナー像が転写された用紙は、転写ベルト８１によって定着器へと
搬送される。定着器は、内部に定着ヒータ（不図示）を有する定着ローラ８３とこの定着
ローラ８３に圧接するように配設された加圧ローラ８４とで構成されており、搬送されて
きた用紙を定着ローラ８３と加圧ローラ８４とで加圧しながら加熱することにより、用紙
上のトナー像を定着させる。なお、図９の符号Ｆは、用紙の搬送されるルートを表してい
るだけで、転写ベルト８１のようなベルトがあるわけではない。
【実施例】
【０１０２】
　図１（ａ）に示す構成の表示装置を作製した。本実施例は、実施形態２に対応している
。
【０１０３】
　まず、シリコン基板上に画素回路（不図示）を形成し、その上に酸化珪素からなる層間
絶縁膜を形成して、図７（ａ）に示す基板１０を作製した。この基板１０上にＴｉ膜をス
パッタリング法にて５０ｎｍの厚さで形成した。続いて、Ｔｉ膜を画素毎にパターニング
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【０１０４】
　次に、第１電極１１の上に、以下の有機化合物層を真空蒸着法により全画素共通に成膜
した。まず、正孔輸送層１２を形成した。正孔輸送層は、第１正孔輸送層と第２正孔輸送
層と電子阻止層とからなる。第１正孔輸送層は、下記の化合物１に示すホスト材料に、Ｎ
ＤＰ９（ＮＯＶＡＬＥＤ社製）を０．５ｗｔ％ドープし、１５ｎｍで成膜した。第２正孔
輸送層は、化合物１の材料を１０ｎｍで成膜した。電子阻止層として化合物２に示す材料
を１０ｎｍで成膜した。
【０１０５】
　次に、その上に、白色に発光する発光層１３として、まず、化合物３で示すホスト材料
に、化合物４に示す発光ドーパント材料を２ｗｔ％、ＴＲＲ－Ｄ１２５（東レ社製）を０
．２ｗｔ％ドープし、１０ｎｍ成膜して形成した。さらに、化合物３で示すホスト材料に
、化合物５に示す発光ドーパント材料を１ｗｔ％ドープし、１０ｎｍで形成した。
【０１０６】
　発光層１３の上に、電子輸送層１４として第１電子輸送層と第２電子輸送層とを形成し
た。第１電子輸送層は、下記の化合物６を１０ｎｍで形成した。その上に、第２電子輸送
層としては、層中のセシウム濃度が８．３ｗｔ％となるように化合物６に示すホスト材料
とＣｓ２ＣＯ３とを共蒸着して１０ｎｍで形成した。
【０１０７】
　その上に、第２電極１５として酸化インジウム亜鉛を５００ｎｍで成膜した。
【０１０８】
　そして、第２電極１５の上に窒化珪素の封止膜３０を４μｍで成膜した。その上に、画
素ごとにパターニングして、ネガ型のアクリル系感光性材料に顔料を分散させたカラーフ
ィルター４０Ｒ，４０Ｇ，４０Ｂを形成した。各カラーフィルターの厚さは２μｍとした
。
【０１０９】
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【化１】

【０１１０】
　上記のようにして作製した表示装置を駆動して所定の画像を表示した。表示装置の各画
素の画素回路は図３に示すものであり、タイミングチャートは図４に示すものである。
【０１１１】
　電源線１０７は有機ＥＬ素子の閾値電圧である２．６Ｖ以上の電圧が印加されており、
ここでは５Ｖが印加されている。また、固定電圧線１０８と電圧線１１１とはともに、有
機ＥＬ素子３Ｇの閾値電圧の絶対値より小さい絶対値の電圧が印加されており、ここでは
ともに０Ｖとしている。
【０１１２】
　画素毎にパターニングされた第１電極１１は、図３に示す画素回路より、所定電流が流
れるよう駆動される。
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　有機ＥＬ素子３Ｇが発光しない第１の期間Ｂ１では、第１電極１１は電圧線１１１に接
続され、閾値電圧の絶対値より小さい絶対値の電圧（ここでは０Ｖ）が、有機ＥＬ素子３
Ｇの第１電極１１に印加される。したがって、隣の有機ＥＬ素子（有機ＥＬ素子３Ｒ，３
Ｂ）の影響を受けることなく、有機ＥＬ素子は発光しない。一方、有機ＥＬ素子３Ｒ，３
Ｂそれぞれの第１電極１１は、駆動トランジスタ２０２に接続され、所望輝度（データ電
圧）に応じた閾値電圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧が印加される。このため、有機Ｅ
Ｌ素子３Ｒ，３Ｂは発光しうる。
【０１１４】
　有機ＥＬ素子３Ｇが発光しうる第２の期間Ｂ２においては、有機ＥＬ素子３Ｇの第１電
極１１は、駆動トランジスタ２０２に接続され、所望輝度（データ電圧）に応じた閾値電
圧の絶対値以上の絶対値を持つ電圧が印加される。この期間において、有機ＥＬ素子３Ｒ
，３Ｂの第１電極１１は、電圧線１１１に接続され、閾値電圧の絶対値より小さい絶対値
の電圧（ここでは０Ｖ）が、有機ＥＬ素子３Ｒ，３Ｂの第１電極１１に印加される。この
ため、有機ＥＬ素子３Ｒ，３Ｂは、隣の有機ＥＬ素子（有機ＥＬ素子３Ｇ）の影響を受け
ることなく発光しない。
【０１１５】
　本実施例では発光期間Ｂ中で、第１の期間Ｂ１と第２の期間Ｂ２が交互に入れ替わる周
波数は２４０Ｈｚとした。
【０１１６】
　以上のように駆動させた場合の、表示装置の色度を図１１に示す。図１１は以下のよう
にして作成された。
【０１１７】
　まず、赤色、緑色、青色の画素のうち、緑色の画素のみを所望の輝度で発光させ、他の
２色は発光させない場合の色度の測定を行った。そして、低輝度から高輝度までの所定の
輝度でこの色度の測定を行った。この結果を図１２に示す。次に、赤色の画素、青色の画
素でも同様に色度の測定を行った。各色、複数の輝度での色度のデータから、ＮＴＳＣ色
座標系を１００％としてそれに対する割合を算出し図１２を作成した。また、従来の駆動
方法での特性も、図１１、１２に併記する。Ｇｒｅｅｎの場合は、ＣＩＥｙ値が高い方が
色純度は良く、またその色度は輝度によらず一定であることが望ましい。
【０１１８】
　図１１に示すように、従来の表示装置に対して、本実施例の表示装置の方が、いずれの
輝度でも色再現性が抑制されている。従来の表示装置は、消灯しているはずの有機ＥＬ素
子（画素）が、クロストークによるリーク電流で発光してしまう。このため、所望の単色
表示ができなくなってしまうためである。これに対して、本実施例では、ある画素が発光
しうる期間において、その隣の有機ＥＬ素子（画素）の第１電極１１には０Ｖが印加され
、リーク電流が電圧線１１１に流れて、隣の有機ＥＬ素子に流れないため、クロストーク
による発光が生じない。
【符号の説明】
【０１１９】
　３，３Ｒ，３Ｇ，３Ｂ　有機ＥＬ素子
　１１　第１電極
　１５　第２電極
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